
2023年5月23日 

リサイクル燃料貯蔵（株） 

 

設工認申請書における誤記について 

  

・強度評価等の計算に用いた数値に誤記が認められているが，安全性や使用前事業者検査に影響を及ぼすものはなかった。 

・本文においては誤記がなく，すべて添付書類での誤記であった。 

・今回の震源を特定しない地震動の設工認の変更認可申請以外においても誤記が認められたが，安全性や使用前事業者検査に影響を及ぼすものはなかった。 

 

No. 分類 誤記内容 施設区分 本文／添付 補正の方針 

1 
今回申請範囲 

訂正済 

密封容器及び二次蓋の応力評価（供用状態Ｃｓ）（1/3）の

裕度の誤記（裕度の誤記） 

使用済燃料貯蔵設備本体 添付書類 － 

（審査会合にて説明したもの） 

2 
貯蔵架台の応力評価（供用状態Ｃｓ）貯蔵架台脚部の計算

値の誤記（応力値の誤記） 

使用済燃料貯蔵設備本体 添付書類 － 

3 表番号の誤記（引用不足） 使用済燃料貯蔵設備本体 添付書類 － 

4 
コンクリート部の荷重評価（供用状態Ｃｓ）せん断荷重、

引張荷重及びせん断荷重の組合せの裕度の誤記 

使用済燃料貯蔵設備本体 添付書類 － 

5 表番号の誤記（ずれ） 使用済燃料貯蔵建屋 添付書類 － 

6 
今回申請範囲 

未訂正 

密封容器及び二次蓋の応力評価（供用状態Ｃｓ）カバープ

レート締付けボルトの計算値の誤記 

使用済燃料貯蔵設備本体 添付書類 申請内容に含まれていたが，申請段階で訂正できなかっ

た。訂正を加える。 

7 
添付書類中の別の箇所を指し示す章番号及び章タイトル

の誤記（3箇所） 

使用済燃料貯蔵建屋 添付書類 今回の申請で発生した誤記である。訂正を加える。 

8 カバープレートの評価式の誤記 使用済燃料貯蔵設備本体 添付書類 「既設工認に同じ」として申請しており，申請対象範囲

のため，「既設工認に同じ」を削除して，訂正を加える。 9 カバープレート締付けボルトの断面係数の誤記 使用済燃料貯蔵設備本体 添付書類 

10 今回申請範囲外 

未訂正 

臨界解析における解析図の底板厚さ寸法の誤記 使用済燃料貯蔵設備本体 添付書類 申請対象外であり，かつ，安全性や使用前事業者検査に

影響を及ぼすものではないことから，今回の補正の対象

とはしない（今回は訂正しない）。 

11 漂流防止設備の数値の丸め方の誤り 放射性廃棄物の廃棄施設 添付書類 

12 
軽油貯蔵タンク（地下式）の数値の丸め方の誤り 

（Ｃクラスの耐震計算書の誤記） 

電気設備 添付書類 

・誤記の具体的内容について，以下の正誤表に示す。なお，表中の枠囲み（   で示す）の内容は，商業機密に属するため公開できません。 
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正誤表（No.１） 誤記箇所を下線で示す。 

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

既認可申請書 

添付書類３ 

添付５－３－１ 

金属キャスクの

耐震性に関する

計算書 P65 

  

・根拠となる資料からの転

記ミスにより生じた誤記

である。 

 

・裕度（＝許容応力／計算

値）の値は参考的に記載し

ているものであり，安全性

及び使用前事業者検査に

影響を及ぼさない。 

 

・誤記のあった箇所は，今回

の変更申請において上書

きされており，既に訂正済

である（今回申請書におい

て，右の表は更に変更され

ている）。 
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正誤表（No.２） 誤記箇所を下線で示す。 

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

既認可申請書 

添付書類３ 

添付５－４－１ 

貯蔵架台の耐震

性に関する計算

書 P47 

 

 

 

 
 

・本表の前にある「第 5-19 表

(4)評価結果」には正しい計

算値が記載されており，転記

ミスにより生じた誤記であ

る。 

 

・評価においては正しい値を

用いていることから，安全性

及び使用前事業者検査に影

響を及ぼさない。 

 

・誤記のあった箇所は，今回の

変更申請において上書きさ

れており，既に訂正済である

（今回申請書において，右の

表は更に変更されている）。 
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正誤表（No.３）誤記箇所を下線で示す。  

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

既認可申請書 

添付書類３ 

添付５－４－１ 

貯蔵架台の耐震

性に関する計算

書 P25 

5.6 評価結果 

貯蔵架台の耐震評価結果を以下に示す。発生値は評価基準値を満足して

おり，耐震性を有することを確認した。評価結果を第 5－19 表に示す。 

水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響の確認として，各評

価点の応力の種類における許容応力に対する計算値の裕度を第 5－20 表

に,コンクリート部の許容値に対する計算値の裕度を第 5－21 表に示す。

評価対象となる部位のうち,トラニオン固定金具，コンクリート部につい

ては許容応力及び許容値に対する計算値の裕度が 1.5 より小さくなるた

め，水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響について詳細評価

を実施する。建屋の最大加速度（1.2ZPA）に対して組合せ係数法を採用す

ると，水平２方向を考慮した設計震度は 1.39 となり，設計震度（1.40）

に包絡され，水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せにより設備が有する

耐震性に影響がないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.6 評価結果 

貯蔵架台の耐震評価結果を以下に示す。発生値は評価基準値を満足して

おり，耐震性を有することを確認した。評価結果を第 5－19 表に示す。 

水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響の確認として，各評

価点の応力の種類における許容応力に対する計算値の裕度を第 5－20 表，

第 5－22 表に,コンクリート部の許容値に対する計算値の裕度を第 5－21 

表，第 5－23 表に示す。評価対象となる部位のうち,トラニオン固定金具，

コンクリート部については許容応力及び許容値に対する計算値の裕度が

1.5 より小さくなるため，水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せによる

影響について詳細評価を実施する。建屋の最大加速度（1.2ZPA）に対して

組合せ係数法を採用すると，水平２方向を考慮した設計震度は 1.39 とな

り，設計震度（1.40）に包絡され，水平２方向及び鉛直方向地震力の組合

せにより設備が有する耐震性に影響がないことを確認した。 

 

・資料内の表番号の整合が確

認できていない申請書のチ

ェック不足により生じた誤

記である。 

 

・引用する表が不足していた

ものであり，評価結果に影

響を及ぼすものではないこ

とから，安全性及び使用前

事業者検査に影響を及ぼさ

ない。 

 

・誤記のあった箇所は，今回

の変更申請において上書き

されており，既に訂正済で

ある。 
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正誤表（No.４） 誤記箇所を下線で示す。 

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

既認可申請書 

添付書類３ 

添付５－４－１ 

貯蔵架台の耐震

性に関する計算

書 P49 

 

 

 

 

・根拠となる資料からの転記

ミスにより生じた誤記で

ある。 

 

・裕度（＝許容応力／計算値）

の値は参考的に記載して

いるものであり，安全性及

び使用前事業者検査に影

響を及ぼさない。 

 

・誤記のあった箇所は，今回

の変更申請において上書

きされており，既に訂正済

である（今回申請書におい

て，右の表は更に変更され

ている）。 
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正誤表（No.５） 誤記箇所を下線で示す。 

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

既認可申請書 

 

添付書類３ 

添付５－２－１ 

使用済燃料貯蔵

建屋の耐震性に

関する計算書 

 

P248 

 

 

P248 

 

 

P249 

 

 

 

P249 

 

 

 

 

 

別紙 液状化検討について 

 

４．液状化判定結果 

 

表３ 田名部層下部砂質土（Tn2層）の液状化判定結果 

 

 

表４ 砂子又層上部軽石混じり砂岩（Sn4層）の液状化判定結果 

 

 

表５ 田名部層下部砂質土（Tn2層）の液状化判定結果 

（水平２方向及び上下動同時入力） 

 

 

表６ 砂子又層上部軽石混じり砂岩（Sn4層）の液状化判定結果 

（水平２方向及び上下動同時入力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 液状化検討について 

 

４．液状化判定結果 

 

表４ 田名部層下部砂質土（Tn2層）の液状化判定結果 

 

 

表５ 砂子又層上部軽石混じり砂岩（Sn4層）の液状化判定結果 

 

 

表６ 田名部層下部砂質土（Tn2層）の液状化判定結果 

（水平２方向及び上下動同時入力） 

 

 

表７ 砂子又層上部軽石混じり砂岩（Sn4層）の液状化判定結果 

（水平２方向及び上下動同時入力） 

 

・表番号（表３）が重複してい

たものであり，評価結果に影

響を及ぼすものではないこ

とから，安全性及び使用前事

業者検査に影響を及ぼさな

い。 

 

・誤記のあった箇所は，今回の

変更申請において上書きさ

れており，既に訂正済であ

る。 
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正誤表（No.６） 誤記箇所を下線で示す。 

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

既認可申請書 

添付書類３ 

添付５－３－１ 

金属キャスクの

耐震性に関する

計算書 P67 

  

 

・本表の前にある「第 5-22

表(3)評価結果」には正し

い計算値が記載されてお

り，転記ミスにより生じた

誤記である。 

 

・評価においては正しい値

を用いていることから，安

全性及び使用前事業者検

査に影響を及ぼさない。 

 

・誤記のあった箇所は，今回

の変更申請において上書

きされている。しかし，当

該誤記が正しく訂正され

ていないことから，補正す

る。 
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正誤表（No.７） 誤記箇所を下線で示す。 

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

今回変更申請書 

 

添付書類３ 

添付５－２－１ 

使用済燃料貯蔵

建屋の耐震性に

関する計算書 

 

P108 

 

 

 

 

 

P122 

 

 

 

 

 

P170 

 

 

 

 

 

 

8.5 基礎スラブの設計 

(2) 応力解析 

 

・・・「1 基礎スラブの設計」・・・ 

 

 

8.7 ランウェイガーダの設計 

(2) 検討用応力 

 

・・・「1 」・・・ 

 

 

9.6 基礎スラブの検討 

(2) 応力解析 

 

・・・「1 基礎スラブの設計」・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.5 基礎スラブの設計 

(2) 応力解析 

 

・・・「6.3 基礎スラブの設計」・・・ 

 

 

8.7 ランウェイガーダの設計 

(2) 検討用応力 

 

・・・「6.5 ランウェイガーダの設計」・・・ 

 

 

9.6 基礎スラブの検討 

(2) 応力解析 

 

・・・「6.3 基礎スラブの設計」・・・ 

 

・今回変更申請書作成時の誤

記（引用箇所の番号等）のチ

ェック漏れであり，評価結果

に影響を及ぼすものではな

いことから，安全性及び使用

前事業者検査に影響を及ぼ

さない。 

 

・今回の変更申請書において

発生した誤記であることか

ら，補正する。 
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正誤表（No.８） 誤記箇所を下線で示す。 

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

既認可申請書 

添付書類３ 

添付５－３－１ 

金属キャスクの

耐震性に関する

計算書 P27 

５．４．２ カバープレート及びカバープレート締付けボルト 

＜中略＞ 

（２）応力計算 

＜中略＞ 

ａ．カバープレート 

（ａ）一次応力 

 密封容器内圧力と蓋間圧力の差圧及び慣性力により発生する一次膜＋

一次曲げ応力（σｒ,σθ,σＺ）は,カバープレートを周辺支持の円板とモデ

ル化し,密封容器圧力と蓋間圧力の差圧により発生する応力（σｒ1,σθ1,σ

Ｚ1）と慣性力により発生する応力（σｒ2,σθ2,σＺ2）より次式で計算され

る。 

 

σｒ＝σｒ1＋σｒ2 

σθ＝σθ1＋σθ2 

σＺ＝σＺ1＋σＺ2 

 

σｒ1＝－ 

σθ1＝σｒ1 

σＺ1＝０ 

 

σｒ2＝
. ・ ・

 

σθ2＝σｒ2 

σＺ2＝０ 

 

 

＜中略＞ 

５．４．２ カバープレート及びカバープレート締付けボルト 

＜中略＞ 

（２）応力計算 

＜中略＞ 

ａ．カバープレート 

（ａ）一次応力 

 密封容器内圧力と蓋間圧力の差圧及び慣性力により発生する一次膜＋

一次曲げ応力（σｒ,σθ,σＺ）は,カバープレートを周辺支持の円板とモ

デル化し,密封容器圧力と蓋間圧力の差圧により発生する応力（σｒ1,σθ

1,σＺ1）と慣性力により発生する応力（σｒ2,σθ2,σＺ2）より次式で計算

される。 

 

σｒ＝σｒ1＋σｒ2 

σθ＝σθ1＋σθ2 

σＺ＝σＺ1＋σＺ2 

 

σｒ1＝
. ・ ・

 

σθ1＝σｒ1 

σＺ1＝０ 

 

σｒ2＝
. ・ ・

 

σθ2＝σｒ2 

σＺ2＝０ 

 

＜中略＞ 

・計算式の文字化けが確認で

きていない申請書のチェッ

ク不足により生じた誤記で

ある。 

 

・実際の評価では正しい評価

式を使用していることから，

安全性及び使用前事業者検

査に影響を及ぼさない。 

 

・今回の変更申請書において

は、「既設工認に同じ」と記載

して記載を省略しているた

め，誤記のあった箇所につい

て，省略を改め正しい記載に

補正する。 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・（5.1） 
・・・・・・・・・・・・・・・・（5.1） 
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枠囲みの内容は商業機密に属しますので公開できません。 

正誤表（No.９） 誤記箇所を下線で示す。 

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

既認可申請書 

添付書類３ 

添付５－３－１ 

金属キャスクの

耐震性に関する

計算書 P56 

第５－１５表 カバープレート及びカバープレート締付けボルトの応力

評価条件 

 

全数のカバープレート締付けボルトの断面係数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５－１５表 カバープレート及びカバープレート締付けボルトの応力

評価条件 

 

全数のカバープレート締付けボルトの断面係数  

 

 

 

・根拠となる資料からの転記

ミスにより生じた誤記であ

る。 

 

・実際の評価では正しい評価

条件を使用していることか

ら，安全性及び使用前事業

者検査に影響を及ぼさな

い。 

 

・今回の変更申請書において

は、「既設工認に同じ」と記

載して記載を省略している

ため，誤記のあった箇所に

ついて，省略を改め正しい

記載に補正する。 
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枠囲みの内容は商業機密に属しますので公開できません。 

正誤表（No.１０） 誤記箇所を下線で示す。 

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

既認可申請書 

添付書類３ 

添付１－１－１ 

使用済核燃料が

臨界に達しない

ことに関する説

明書 P8 

 

 

（抜粋） 

 

 

 

 

（抜粋） 

・根拠となる資料からの転記

ミスにより生じた誤記であ

る。 

 

・申請書本文（イ 使用済燃料

貯蔵施設本体 (1)設計仕

様）には正しい値を記載し

ている。また，評価では正し

い値を使用していることか

ら，安全性及び使用前事業

者検査に影響を及ぼさな

い。 

 

・今回の変更申請の範囲外で

あり，かつ，安全性や使用前

事業者検査に影響を及ぼす

ものでないことから，今回

の補正の対象とはしない。 
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正誤表（No.１１） 誤記箇所を下線で示す。 

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

既認可申請書 

 

添付書類３ 

添付 13-1-1 漂流

防止設備の評価方

針 P25 

 

4.6 設計条件及び機器要目 

 

(2) 機器要目 

  

(N/m) 

  

(MPa) 

  

（mm2） 

  

（m） 

引張強さ＊3 

(N) 

ロープ 9.048×103 810 201.062 18 3.1381×104 

＊3:メーカカタログ値 

 

 

4.6 設計条件及び機器要目 

 

 (2) 機器要目 

  

(N/m) 

  

(MPa) 

  

（mm2） 

  

（m） 

引張強さ＊3 

(N) 

ロープ 9.048×103 810 201.1 18 3.138×104 

＊3:メーカカタログ値 

 

 

 

・添付 13-1-1「4.1.3 数値の

丸め方」において，有効数字

４桁と定めているが，その通

りに記載していなかったも

のである。 

 

・今回の変更申請の範囲外で

あり，かつ，安全性や使用前

事業者検査に影響を及ぼす

ものでないことから，今回の

補正の対象とはしない。 

 

 

 

 

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

既認可申請書 

 

 

添付書類３ 

 

添付 13-1-2 漂流

防止設備の評価結

果 P1 

 

2. 評価結果 

 

第 2-1 表 評価結果 

 
作用荷重 

(N) 

許容限界 

(N) 
裕度 

ロープ（連結材） 3.1 × 10  3.1 × 10  1.0 

 

 

 

2. 評価結果 

 

第 2-1 表 評価結果 

 
作用荷重 

(N) 

許容限界 

(N) 
裕度 

ロープ（連結材） 3.136×104 3.138×104 1.0 
 

 

・添付 13-1-1「4.1.3 数値の

丸め方」において，有効数字

４桁と定めているが，その通

りに記載していなかったも

のである。 

 

・今回の変更申請の範囲外で

あり，かつ，安全性や使用前

事業者検査に影響を及ぼす

ものでないことから，今回の

補正の対象とはしない。 
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正誤表（No.１２） 誤記箇所を下線で示す。 

誤記の箇所 誤 正 影響と補正方針，備考 

既認可申請書 

 

添付書類３ 

添付 5－8－2 軽油

貯蔵タンク（地下式）

の計算方法に関する

説明書 P14 

2.4 軽油貯蔵タンク設計条件及び仕様 
 2.4.2 機器要目 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 軽油貯蔵タンク設計条件及び仕様 
 2.4.2 機器要目 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・添付 5-8-2「2.2.3 計算精度

と数値の丸め方」において，

小数点以下第 1 位まで記載

するとしているが，その通り

に記載していなかったもの

である。 

 

・今回の変更申請の範囲外で

あり，かつ，安全性や使用前

事業者検査に影響を及ぼす

ものでないことから，今回の

補正の対象とはしない。 

 

 

9.0 
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